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近
代
日
本
研
究
第
十
七
巻
（
二

0
0
0
年
）

「
巻
封
、
じ
」と

「
巻
封
」と

ー

l
福
津
書
簡
を
事
例
と
し
て
｜
｜

坂

井

達

朗

／’ー、＼

一
、、~〆

『
福
沢
諭
吉
全
集
』
（
以
下
『
全
集
』
と
略
称
）
の
第
十
七
、
十
八
、
二
十
一（岩
波
書
店

昭
和
四
十
六
年
再
版
）
、
別
巻
（
向
上

昭

和
四
十
六
年
初
版
）
、
及
、
ひ
『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
（
社
団
法
人
福
沢
諭
吉
協
会
）
に
収
め
ら
れ
た
書
簡
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
編
者
の
注
釈
の

中
に
、
書
簡
の
封
の
様
式
と
し
て
「
巻
封
じ
」
と
い
う
言
葉
が
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
用
語
は
、
管
見
の
限
り
で

は
古
文
書
学
の
テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
ー
ム
と
し
て
は
、
「
市
民
権
」
を
得
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
学
』
上
（
昭
和
一
一
十
四
年

い
る
の
は
、
「
切
封
＼
「
捻
封
＼
「
折
封
L

の
三
形
式
で
あ
る
。
中
村
直
勝
『
日
本
古
文
書
学
』
（
昭
和
五
十
二
年

岩
波
書
店
）

に
「
書
札
様
文
書
の
封
式
」
と
し
て
説
明
さ
れ
て

角
川
書
店
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は
、
「
切
封
」
、
「
捻
り
封
」
、
「
結
び
封
」
、
「
包
み
封
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
伊
木
寿
一

通
信
）
で
は
、
「
切
封
」
、
「
結
封
」
、
「
折
封
」
、
「
捻
封
」
、
「
糊
封
」
の
五
種
類
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
巻
封
じ
」
に
類
す
る
用
語
は

あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
近
年
刊
行
さ
れ
て
い
る
歴
史
学
の
辞
典
の
類
の
封
の
項
目
に
も
、
「
巻
封
じ
」
な
い
し
は
そ
れ
に
近
い

『
古
文
書
学
』
（
昭
和
五
十
六
年慶
応
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封
の
様
式
の
説
明
項
目
は
な
い

（
『
国
史
大
辞
典
』
平
成
三
年
第
一
版
、
『
日
本
史
大
事
典
』一
九
九
三
年
初
版
、
『
日
本
史
用
語
大
辞
典
』

九
七
八
年

第
四
版
）
。

し
か
し
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
日
本
語
と
し
て
は
、
「
巻
封
じ
」
に
近
い

国
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
す
ら
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
言
葉
が
何
時
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
か
、
今
に
わ
か
に
明

「
巻
封
L
と
い
う
単
語
が
あ
り
、
こ
の
方
は
、
今
日

ら
か
に
し
得
な
い
。
ま
た
明
治
・
大
正
期
に
編
纂
さ
れ
た
国
語
辞
典
、
例
え
ば
大
槻
文
彦
『
二
＝
口
海
』
（
冨
山
房
明
治
二
十
四
年
）
、
山

田
美
妙
『
日
本
大
辞
書
』
（
名
法
堂

明
治
二
十
五
年
）
、
物
集
高
見
『
日
本
大
辞
林
』
（
宮
内
省
明
治
二
十
七
年
二
大
和
田
建
樹
『
日

本
大
辞
典
』
（
博
文
館
明
治
二
十
九
年
）
あ
る
い
は
金
沢
庄
三
郎
『
辞
林
』
（
三
省
堂明
治
四
十
四
年
）
、
同
『
広
辞
林
』
（
三
省
堂大

正
十
四
年
）
等
に
は
、
こ
の
語
は
独
立
の
項
目
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

辞
典
類
に
は
、
独
立
の
項
目
と
し
て
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
昭
和
初
期
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
各
種
の
国
語

管
見
に
よ
れ
ば
、
そ
の
最
も
早
い
例
は
大
槻
文
彦
の

『
大
二
＝
口
海
』
（
冨
山
房
昭
和
九
年

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
ま
き
ふ
う

名

巻
封

書
状
ノ
紙
ヲ
巻
キ
テ
、
紙
ノ
端
ヲ
一
畏
へ
折
返
シ
、
糊
一
一
テ
封
ズ
ル
モ
ノ
。
封
筒
ヲ
用
ヒ
ズ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る

は
、
「
書
状
の
紙
を
巻
き
て
、
紙
の
端
を
一
畏
へ
折
返

昭
和
十

年

が
、
出
典
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
大
辞
典
』
（
平
凡
社

し
、
糊
に
て
封
ず
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
次
大
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
国
語
辞
典
、
例
え
ば
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

小店且，
ーf-館

昭
和
四
十
八
年
）

は
、
「
上
包
み
を
用
い
な
い
で
、
書
状
の
紙
を
巻
い
て
紙
の
端
を
一
畏
へ
折
り
返
し
、
糊
（
の
り
）
で
封
を

一
九
九
八
年
）
も
「
上
包
み
を
用
い
ず
、
書
状
の
紙
を
巻
い
て

し
た
も
の
」
と
説
明
し
て
お
り
、
『
広
辞
苑
』
第
五
版
（
岩
波
書
店



紙
の
端
を
一
畏
へ
折
り
返
し
糊
で
封
じ
た
も
の
」
と
し
て
お
り
、
『
大
言
海
』
以
後
の
辞
典
類
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
説
明
を
踏
襲
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
か
ら
考
え
る
と
、
「
巻
封
」
と
言
う
用
語
は
、
少
な
く
と
も
昭
和
初
年
に
は
、
す
で
に
日
常
の
日
本
語
と
し
て
は
地
位
を
得

て
お
り
、
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
使
わ
れ
続
け
て
来
た
と
判
断
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
、
昭
和

初
期
以
来
少
し
も
変
化
し
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
し
て
こ
れ
ら
国
語
辞
典
が
説
明
す
る
こ
の
様
式
の
封
の
仕
方

の
特
徴
は

（1

）
書
簡
の
用
紙
を
巻
く
こ
と
、

（2

）
紙
端
を
一
畏
へ
折
る
こ
と
、

「巻封じ」と「巻封」と一福淳書簡を事例として一

（3

）
糊
で
封
ず
る
こ
と
、

（4
）
上
包
み
等
を
用
い
な
い
こ
と

」
の
四
点
で
共
通
し
て
い
る
。

〆’ー、、

一
一＼、＿，

「
封
」
の
様
式
で
、
日
常
用
語
と
し
て
の
ぎ
封
」
に
も
っ
と
も
近
い
概
念
は
、
嗣
封
」

今
日
の
古
文
書
学
、
が
分
類
す
る
書
簡
の

『
日
本
史
用
語
大
辞
典

「
の
り
ふ
う
」
を
、
「
書
簡
を
細
長
く
折
り
た
た
み
、
そ
の
端

で
あ
る
と
言
え
る
。
例
え
ば

用
語
編
』
は

「
巻
封
」
の
説
明
と
よ
く
一
致
し
て
い
る
。

に
糊
を
つ
け
て
封
と
し
た
も
の
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
上
述
の
国
語
辞
典
の
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『
古
文
書
学
』
は
、
嗣
封
」
を
「
糊
や
続
飯
で
封
じ
た
も
の
で
、
王
代
か
ら
今
日
ま
で
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、

ま
た
伊
木
寿
一



本
紙
に
封
ず
る
時
と
包
ん
だ
紙
に
封
ず
る
場
合
と
が
あ
る

L

と
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
図
か
ら
判
断
す
る

と
、
「
本
紙
に
封
ず
る
時
」
と
は
、
文
書
を
等
間
隔
に
折
り
、
紙
端
が
細
く
残
る
様
し
て
、
そ
の
部
分
を
裏
へ
折
り
廻
し
、
折
り
目

164 

に
そ
っ
て
、
用
紙
の
地
か
ら
切
れ
目
を
入
れ
て
、
天
の
部
分
に
四
角
形
を
残
し
て
切
り
取
り
、
残
っ
た
部
分
を
糊
代
に
し
て
封
ず
る

様
式
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
は
文
書
を
等
間
隔
に
折
る
の
を
、
「
巻
く
L

と
し
て
い
る
点
を
除
け
ば
、
前
述
の
国
語
辞
典
の

「
巻
封
」
の
説
明
と
よ
く
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
「
包
ん
だ
紙
に
封
ず
る
場
合
」
と
は
、
一
定
の
幅
に
折
っ
た
書
簡
を
封
紙
の
左
側
に
寄
せ
て
斜
め
に
置
き
、
右
に
向
か
っ
て

封
紙
を
折
り
な
が
ら
包
ん
で
ゆ
き
、
最
後
に
残
る
三
角
形
の
紙
端
部
分
を
一
畏
に
折
り
返
し
て
、
糊
を
付
け
て
封
ず
る
様
式
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
。
こ
の
様
式
の
「
糊
封
」
は
、
「
上
包
み
」
「
封
紙
」
を
用
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
語
辞
典
の
説
明
す
る
「
巻
封
」
と

は
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
「
糊
封
」
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
古
文
書
学
者
の
問
で
必
ず
し
も
意
見
が
一
致
し
て
い
な
い
模
様
で
、
前
掲
の
『
日
本
史

用
語
大
辞
典
』
は
、
伊
木
の
「
本
紙
に
封
ず
る
時
」
の
様
式
の
み
を
、
ま
た
鈴
木
茂
男
「
文
書
の
か
た
ち
と
折
り
方
」
（
『
書
の
日
本

昭
和
五
十
一
年
）
は
、
伊
木
の
「
包
ん
だ
紙
に
封
ず
る
場
合
の
み
を
、
「
糊
封
」
と
し
て
上
げ
て
お
り
、
「
用

語
大
辞
典
」
、
鈴
木
と
も
に
、
他
の
形
式
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

史
』
第
九
巻

平
凡
社

／’戸、＼

一一
一、、ー，／

福
津
が
そ
の
六
十
余
年
の
生
涯
の
内
に
発
信
し
た
書
簡
は
、
恐
ら
く
一
万
通
に
達
し
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日

何
ら
か
の
形
で
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
『
全
集
』
刊
行
以
後
に
発
見
さ
れ
た
も
の
を
含
め
て
、
約
二
千
五
百
通



「巻封じ」と 「巻封」と一福津書簡を事例として一

第一表福運書簡の巻封

旧書簡番号 新害筒番号 宛先 発信年 形式 封じ 目

1 1 0 2 1 大童信太夫 慶応冗年間 5 月 1 3 日 lA なし
2 2 2 1 5 2 5 大童信太夫 慶慶慶応応応元／年年年カ94月5月月24：日日日 1 A なし
3 2 2 1 6 3 4 大重信太夫 1 A 〆

4 2 1 3 5 小附玄j早 lA なし
5 4 0 5 1 大童信太夫 慶応 4 年間 4 月カ 1 A 〆
6 4 1 5 2 芝口様（大 太夫） 慶応4 年カ 5 月 1 6 日 1 A カ 不明

7 1 9 5 3 7 0 明治 2 年カ 6 月 2 6 日 1 A 〆

8 5 8 7 1 明治 2年 7 月 9 日 lA 〆

9 6 4 7 6 熱黒海川貞剛爾 明治 2 年 1 0 月 2 8 臼 lA 封

1 日 9 2 8 5 星野康斎 明治 3年 2 月 9 日 lA なし
11 1 0 8 1 3 6 千曲屋 明治 5年 7 月 1 9 日 1 A 不明
1 2 1 9 5 9 1 6 3 柏木忠俊 明治 7年 3 月 2 0 日 1 A 〆
1 3 2 2 7 2 8 5 安場末喜 明治 11 年 1 2 月 6 日 lA 〆

14 2 9 6 3 7 1 小~I市t~次郎 明治 1 2 年 8 月 2 8 日 lA 〆
1 5 3 2 9 4 1 4 小幡篤次郎 明治 1 2 年 1 2 月 1 9 日 lA 〆

1 6 3 3 7 4 3 0 浜渡野部定久馬四郎八 明治 1 3 年カ 1 月 2 5 日 1 A 〆

1 7 4 3 5 岡本貞悠 萌明百治11 3 年 2 月 8 日 1 A 〆
1 8 4 4 3 渡辺久馬八 3年 2 月 2 3 日 1 A 〆
1 9 3 9 2 未定 渡部久馬八 明治 1 3 年カ 8 月 2 9 日 lA 〆
2 0 3 9 3 未定 藤井清 明治 1 3 年カ 8 月 2 9 日 lA 〆
2 1 3 9 1 未定 浜野定四郎 明治 1 3 年カ 8 月 2 9 日 1 A 〆

2 2 4 5 1 未定 中島精一 明治 1 4 年カ 8 月 2 日 1 A 〆

2 3 6 4 8 未定 飯田二次 明治 1 7 年 4 月 1 7 日 1 A 〆
2 4 2 1 4 9 未定 竹下権次郎 明治 1 8 年カ 5 月 1 8 日 1 A 〆

2 5 2 1 8 1 未定 小服田部部鐙礼 明治 2 2 年 11 月ヵ 1 A 〆

2 6 2 4 9 2 未定 E浜問野亙本室定貞面四ft郎 年来詳 2 月 8 日 1 A なし
2 7 1 7 7 9 未定 年来詳 2 月 7 日 1 A 〆
2 8 1 7 8 0 未定 年未詳 2 月 8 日 lA 〆

2 9 1 7 8 5 未定 小申書潟次郎 年来詳 3 月 5 日 1 A 〆

3 0 1 8 5 6 未定 小幡篤次郎 年未詳 8 月 5 日 1 A 〆
3 1 1 9 0 2 未定 小1木l書篤次郎 年来詳 1 2 月 1 6 日 lA な し
3 2 1 8 3 0 鈴力兵衛 慶応冗年カ 1 2 月 2 0 日 lA 〆
3 3 3 6 4 3 大橋栄次 慶応 3年 9 月 5 日 1 A カ なし
3 4 5 8 古田権次郎 文久 2年 5 月 8 日 1 B 主4
3 5 2 3 3 1 1 3 Iコ エニー一 文久 2 年 8 月 3 0 日 1 B なし
3 6 6 1 2 大橋栄次 文久 2 年 8 月 2 1 日 1 B 封
3 7 2 2 5 6 3 3 9 加藤政之助 明治 1 2 年 4 月 2 4 日 1 B 〆
3 8 5 2 9 未定 小師篤次郎 明治 1 6 年 2 月 6 日 1 B 〆
3 9 5 6 5 未定 浜野定四郎 明治 1 6 年カ 6 月 2 7 日 1 B 〆

4 0 6 0 8 未定 ？福高津樺一捨太次郎郎 明治 1 6 年 1 2 月 11 日 1 B な し

41 2 2 1 7 5 0 大童信太夫 慶応4 年間 4 月 2 9 日 2A 〆

4 2 7 8 9 8 山山口口寛良斎蔵 明治 3 年 11 月 2 日 2A 〆

4 3 2 0 2 0 1 6 5 山口良蔵 明治 7 年 4 月 6 日 2A 〆

4 4 1 2 1 1 5 1 黛川 両lj 明治 6年 8 月 3 1 日 2A 〆

4 5 2 5 0 4 4 4 一木政佑 明治年1月3末年詳2 月 2 4 日 2A 〆

4 6 1 9 1 2 未定 小幡篤次郎 1 7 日 2A 〆
4 7 1 0 4 1 3 0 小.描篤次郎 明治 5 年カ 6 月 4 日 28 〆
4 8 1 9 6 6 3 9 9 堀省、ニ 明治 1 2 年 1 0 月 2 4 日 28 〆
4 9 1 9 0 9 未定 和田義郎 年未詳 1 2 月 3 0 日 2 B 〆

5 0 2 4 0 1 1 4 6 早中矢村仕道有太的 明治 6 年 6 月 1 2 日
28/ 

〆3 B 
5 1 2 5 0 4 2 8 大量信太夫 慶応元年 1 2 月 2 日 3A な し
5 2 2 5 0 5 9 5 大高量橋信岩太路夫 明治 3 年間 1 0 月 1 4 日 3A な し
5 3 1 1 3 1 4 1 明治 5 年 11 月 2 4 日 3A 〆

5 4 1 3 3 1 6 8 丸高善橋仕岩立路局 明治 7 年 5 月 1 6 日 3A 
5 5 2 3 9 未定 明治 1 0 年カ 1 月 3 0 日 3A 〆

5 6 2 2 5 8 8 0 門野悠雄 明治 2 年 1 2 月 2 3 日 3A カ 不明

5 7 7 l 6 古田権次郎 文久 3年正月
3A/ 

〆3 B 
5 8 2 0 0 9 2 0 山口良蔵 慶応、克年 4 月 2 8 日 3 B な し
5 9 6 0 7 3 

撃
明治2年 8 月 2 4 日 3 B 〆

6 0 2 0 3 6 3 4 7 明治 1 2 年 6 月 9 日 不明 な し
6 1 5 3 4 l 9 8 明治 l 6 年カ 2 月 1 3 日 不明 なし
6 2 2 0 1 5 1 0 7 明治 4 年カ 2 月 2 3 日 不明 不明

6 3 4 4 5 未定 明治 1 4 年 6 月 3 日 不明 不明

6 4 4 8 2 未定 中島精一 明治 1 4 年カ 1 2 月 2 7 日 不明 不明

6 5 5 6 6 未定 小泉信吉 明治 1 6 年 6 月 2 9 日 不明 不明

6 6 l 9 l l 未定 浜野定四郎 年月未詳 5 日 不明 不明
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で
あ
る
。
そ
の
中
で
二

O
O

一
年
三
月
の
段
階
で
、
『
全
集
』
の
編
者
の
い
わ
ゆ
る

も
の
は
、
『
全
集
』
が
確
認
せ
ず
再
調
査
の
結
果
そ
れ
と
判
明
し
た
も
の
、
ま
た

「
巻
封
じ
し
と
い
う
形
式
で
封
じ
ら
れ
て
い
る

『
全
集
』
刊
行
後
に
発
見
さ
れ
た
書
簡
を
含
め
て
、

ハ
十
六
通
で
あ
る
。
（
第
一
表
参
照
。
な
お
表
中
の「
旧
書
簡
番
号
」
と
は
、
『
全
集
』
及
び
J福
沢
諭
吉
年
鑑
L
で
各
書
簡
に
附
さ
れ
た
一
連
番

号
を
さ
し
、

J
新
書
簡
番
号
」
と
は
、
ョ
福
津
諭
吉
書
簡
集
』
（
二O
O

一
年
一
月
刊
行
開
始
・
岩
波
書
店
）
で
の
番
号
。
新
番
号
の
確
定
は
第
一
巻

及
び
第
二
巻
所
収
の
書
簡
の
み
）
。

こ
の
六
十
六
通
を
、
書
簡
本
紙
の
巻
き
方
（
折
り
方
）
と
、
宛
先
・
差
出
の
書
き
方
と
を
指
標
に
し
て
分
類
す
る
と
、
そ
こ
に
は

三
つ
の
類
型
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
内
で
点
数
が
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
封
筒
等
を
用
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書

簡
を
広
げ
た
時
の
印
象
が
、
通
常
の
書
簡
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
、
仮
称
第
一
様
式
の
も
の
で
あ
る
。

「巻封じ」と「巻封」と 福淳書簡を事例として一

こ
の
第
一
様
式
は
次
の
手
順
に
従
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
即
ち
、
通
常
の
書
簡
と
同
様
に
本
文
を
書
き
終
え
た
所
で
、
改
行

し
て
日
付
を
書
く
。
そ
の
後
に
十
分
な
余
白
を
置
い
て
、
宛
先
と
差
出
を
、
多
く
の
場
合
一
行
に
書
く
。
次
に
、
宛
名
・
差
出
の
部

分
、
が
表
に
出
る
様
に
、
袖
か
ら
用
紙
の
裏
を
内
側
に
、
本
文
を
書
い
た
面
を
外
側
に
し
て
、
円
筒
型
に
巻
き
（
図

1

）
、
本
文
全
体

が
隠
れ
、
宛
名
・
差
出
が
折
り
幅
の
中
央
に
く
る
様
に
、
ま
た
用
紙
の
奥
の
紙
端
が
裏
側
に
廻
る
様
に
調
節
し
て
、
太
さ
を
決
め
、

こ
れ
を
押
じ
つ
ぶ
し
て
折
り
目
を
つ
け
る
。
（
図
2

）
一
畏
面
に
折
り
曲
げ
た
紙
端
を
糊
で
封
じ
、
封
じ
目
に
〆
あ
る
い
は
封
と
書
く
。

（
図3福

津
は
、
前
掲
の
伊
木
の

「
本
紙
に
封
ず
る
時
」
の
様
に
、
一
畏
面
に
折
り
曲
げ
た
部
分
を
、
用
紙
の
天
の
近
い
所
に
四
角
形
を
残

し
て
切
り
取
っ
て
糊
代
に
す
る
場
合
と
、
そ
の
全
体
を
残
す
場
合
と
、

二
様
の
方
法
を
用
い
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
後
者
で
あ
り
、

前
者
は
一
点
の
み
確
認
で
き
る

白
書
簡
番
号
同
、
新
書
簡
番
号
叩
）
。
こ
の
類
型
を
仮
に
第
一
式
と
名
付
け
て
、
次
ぎ
に
述
べ
る
こ
の
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様
式
の
系
と
区
別
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
一

A

方
式
と
仮
称
す
る
こ
と
に
す
る
。



こ
の
第
一
式
の
場
合
の
特
徴
は
、
通
常
の
書
簡
で
は
日
下
に
書
か
れ
る
差
出
が
、
日
付
け
を
書
い
た
行
か
ら
か
な
り
の
空
間
（
予

定
し
て
い
る
折
り
幅
以
上
の
）
を
空
け
て
、
宛
先
の
下
に
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
封
じ
目
に
〆
な
ど
を
書
い
た
場
合
、
書
簡
を
開
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く
と
、
そ
れ
が
二
分
さ
れ
て
、
宛
先
・
差
出
の
行
の
左
右
に
分
か
れ
て
現
れ
る

（
図
4
）
。
以
上
の
二
点
を
除
け
ば
、
封
を
聞
い
た

時
の
印
象
は
、
通
常
の
書
簡
の
場
合
と
さ
ほ
ど
に
は
違
わ
な
い
。
封
筒
等
を
用
い
ず
、
ま
た
通
常
な
ら
ば
書
簡
本
紙
と
封
紙
等
と
に
、

一
図
書
い
た
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
封
筒
や
包
紙
を
用
い
た
場
合
と
、

同
じ
効
果
を
挙
げ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

二
回
書
く
筈
の
宛
先
・
差
出
を
、

一
まJま

J
U
M
L
U
 

図

し
か
し
、
こ
の
方
式
で
宛
先
・
差
出
を
書
く
位
置
を
誤
り
、

日
什
け
を
書
い
た
行
と
の
聞
の
余
白
の
取
り
方
が
不
十
分
で
あ
る
と
、

書
簡
本
文
を
隠
す
た
め
に
は
円
筒
を
細
く
巻
い
て
、
折
り
幅
を
狭
く
す
る
必
要
が
生
じ
、
宛
先
・
差
出
が
二
行
以
上
に
わ
た
る
場
合

な
ど
に
は
、
そ
の
一
部
が
裏
側
に
廻
っ
て
し
ま
う
不
体
裁
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
日
付
ま
で
書
い
た
処
で
一
旦
筆
を
置
き
、
適
当
な
幅
に
折
っ
て
か
ら
表
書
き
を
す
れ
ば
よ
い
。
福
津
自

身
も
実
際
に
そ
れ
を
行
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
例
も
あ
る
が
、
こ
の
方
式
に
よ
る
と
墨
が
紙
背
に
透
り
、
本
文
中
に
汚
れ
を
つ
け
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
多
用
は
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
図
5

に
示
し
た
小
幡
篤
次
郎
宛
の
書
簡
の
本
文
末
尾
の
日
付
の
前
の
行
間
の

墨
の
汚
れ
は
、
そ
れ
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
様
式
の
系
と
し
て
、
通
常
の
書
簡
と
同
様
に
、
本
文
の
末
に
日
付
を
、

日
下
に
差
出
を
書
き
、
改
行
し
て
宛
先
を
書
い
た
上

で
、
上
述
の
手
続
き
で
折
り
目
を
つ
け
、
表
に
再
び
宛
先
・
差
出
を
書
い
た
と
判
断
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
一

B

方
式
と
仮

称
す
る
。

図
6 

『
全
集
』
の
編
者
、
が
「
巻
き
封
じ
」
と
呼
ん
だ
封
の
仕
方
の
第
二
の
様
式
は
、
本
文
と
日
付
を
書
い
た
後
、
用
紙
の
奥
か
ら
袖
に
む

か
つ
て
、
表
を
内
側
に
し
て
巻
き
、
用
紙
の
袖
の
紙
端
が
折
り
幅
よ
り
細
く
裏
側
に
廻
る
様
に
加
減
し
て
、
円
筒
の
太
さ
（
折
り



「巻封じ」と「巻封」と一福津書簡を事例として一

？
＆
8
4
2

永

分
剃
川
崎
伊
，
守
品
川

V
I

1

－
切2

4
qハU
7
4

A
q
h
p
－
砂
守

本
l
e
t

序
潟
、
会
払

亡
蘇
恥
似
勺♂
－v
必LL

匁
4
μ
み
W
4
A

＼

n
a
a笈
伺
1
J
Jl
え司

法
法
則
白
λ

れ
や
。
ゅ
，
舟
）

i
4
4
J

ド
ダ4
q
d

必
の
イ

！
キ

／
2

匂
乙
ム
マ

図

A
h
l
r
y
よ
崎
明
、修M

1

f
A
り
i
l
q
J
L
φ
d
il

u

d伊
丹
れ
傍
受

ノ9
e
1
3
ν
号

？

O
d
Uゐ
訓
ひi
i

持

）1
m
d
b

精

羽
M
M伊
後
初
級T

号番

／
簡

童
日

ロ
u

図 6

記活た、

旧書簡番号 2256 新書簡番号 339 

169 





幅
）
を
決
め
、

つ
ぶ
し
て
折
り
目
を
つ
け
、
表
に
宛
先
・
差
出
を
書
き
、
裏
の
紙
端
で
封
ず
る
も
の
で
あ
る

士
7A
方
式
）
。

第
二
式
の
場
合
に
は
、
書
簡
を
広
げ
る
と
用
紙
の
端
裏
の
部
分
に
宛
先
・
差
出
が
あ
り
、
封
印
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が

二
つ
に
分
か
れ
て
そ
の
左
右
に
現
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
（
図
7
。
図
8

・

向
上
、
端
裏
の
部
分
）

折
っ
て
か
ら
宛
名

・
差
出
を
書
く
の
で
あ
る
か
ら
、
折
り
幅
の
加
減
は
、
第

一
式
の
場
合
ほ
ど
に
神
経
を
使
う
必
要
は
な
い
。
ま

J勿
一
置
程
」
（
『
消
息
耳
底
秘
抄
』
）
余
白
を
と
る
の
が
礼
儀
で
あ
る
か
ら
、
紙
背
に
墨
が

た
袖
の
部
分
に
は

「
三
行
許L
あ
る
い
は

透
き
通
っ
て
も
、
本
文
を
汚
す
心
配
は
少
な
い
。
そ
の
点
で
は
簡
便
な
方
式
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
用
紙
の
一
裏
面
に
、
受

け
取
る
方
が
最
初
に
眼
に
す
る
の
が
こ
の
面
で
あ
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。

「巻封じ」と「巻封」とー福淳書簡を事例として一

第
二
式
の
場
合
も
、
差
出
と
宛
先
が
本
文
末
に
も
書
か
れ
る
場

合
が
あ
る
こ
と
は
、
第

一
式
の
場
合
と
同
様
で
あ
る

士
E
方
式
、

図
9 
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第
三
の
様
式
は
、
第
二
式
と
同
様
に
用
紙
の
奥
か
ら
袖
に
向

ふ
十

l
i言、
Z

ヂ
バ
射

を
？
吋
J
j

十
何
民
間

｛
／
ヨ
オ
？
省
チ
け
4
4
1
1
3

ゆ
Y

心
；

／代
E

向
必
j

日

か
つ
て
巻
く
の
で
あ
る
が
、
用
紙
の
表
を
外
側
に
し
て
行
な
い

袖
の
余
白
部
分
に
宛
先

・

差
出
を
書
く
も
の
で
あ
る
。
（
三
A

方

図

式
、
図
刊

こ
の
類
型
に
も
本
文
の
末
に
宛
先
・
差
出
を
書
く
場
合
が
あ
る

の
は
、
第

一
式
、
第
二
式
の
場
合
と
同
様
で
あ
る

（
図
日
・
書
簡
二O
O
九
）
。
福
揮
の
使
用
例
か
ら
言
え
ば
、
こ
の

（
三B
方
式
）

旧書簡番号

171 

a・

方
式
は
第
二
式
よ
り
も
や
や
少
な
い
。
第

三
式
で
特
徴
的
な
こ
と
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は
、
封
じ
目
に
〆
を
書
こ
う
と
す
る
と
、
第
一
画
を
二
枚
重
な
っ
た
下
の
紙
か
ら
上
へ
の
紙
へ
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
書
き
難
さ
が
、
あ
る
い
は
第
三
式
が
多
用
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
っ
た
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し

「
封
」
と
書

く
場
合
に
は
、
筆
の
運
び
は
か
え
っ
て
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
は
、
ず
で
あ
る
が
、
福
津
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
「
〆
」
で
済
ま
せ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

（
四
）

書
簡
原
本
が
も
と
の
形
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
は
問
題
が
な
い
が
、
表
装
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
過
程
で
原
本
に
手
が
加

「巻封じ」と「巻封」と一福淳書簡を事例として一

え
ら
れ
、
見
る
者
を
当
惑
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
2
A

方
式
の
場
合
に
は
、
現
状
の
ま
ま
に
表
装
さ
れ
る
と
、
宛
先
も
差
出
も

本
紙
の
裏
面
に
あ
る
た
め
に
読
め
な
く
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
部
分
を
切
っ
て
裏
返
し
て
表
装
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
同
時
に
余
白
部

分
も
切
り
話
め
ら
れ
、
封
じ
目
も
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
封
の
様
式
の
判
別
は
付
け
ら
れ
な
く
な
り
、

時
と
し
て
は
封
筒
を
聞
い
て
そ
の
表
側
の
み
を
貼
っ
た
と
見
誤
る
ケ

l

ス
も
生
ま
れ
る
。
ま
た
福
津
の
書
簡
で
は
な
い
が
、
二
A

方

式
の
巻
封
書
簡
の
端
一
畏
の
宛
名
・
差
出
部
分
を
切
り
放
し
、
裏
返
し
て
通
常
の
書
簡
の
様
に
用
紙
の
奥
に
移
し
て
表
装
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
。

以
上
の
三
類
型
の
外
に
、
原
理
的
に
言
え
ば
、
書
簡
を
袖
の
部
分
か
ら
表
を
内
側
に
し
て
巻
き
、
奥
裏
の
部
分
に
宛
先
・
差
出
を

書
く
方
式
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
例
は
福
津
書
簡
の
中
に
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る

が
、
こ
の
巻
き
方
で
は
第
三
式
と
同
様
に
、
封
じ
目
の
〆
が
書
き
難
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
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こ
の
三
類
型
の
内
で
、
福
津
が
も
っ
と
も
好
ん
で
用
い
た
の
は
第
一
式
、
特
に
そ
の

A

の
方
式
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た



通
り
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
こ
の
方
式
で
は
、
宛
先
・
差
出
を
書
く
位
置
と
書
簡
を
巻
く
太
さ
（
折
り
幅
）

の
決
め
方
に
手
加

減
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
第
二
式
の
方
が
簡
単
な
は
ず
で
あ
る
が
、
第
一
式
の
方
が
多
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
コ
ツ

は
少
し
慣
れ
れ
ば
簡
単
に
習
得
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
福
津
は
特
殊
な
場
合
を
除
い
て
、
書
札
礼
に
は
殆
ど
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注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
模
様
で
、
相
手
の
姓
名
を
書
き
誤
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
程
で
あ
る
か
ら
、
方
式
の
選
択
に
関
し
て

特
別
の
考
慮
が
払
わ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
恐
ら
く
は
そ
の
時
々
の
偶
然
、
が
決
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
巻
封
が
略
封
で
あ
る
こ
と
は
、
注

3

で
示
し
た
例
の
但
し
書
き
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
福
揮
の
場
合
こ
の
種
の
封
を

し
た
書
簡
の
宛
先
の
人
物
は
、
多
く
の
場
合
、
極
く
身
近
に
い
る
親
し
い
間
柄
の
人
物
で
あ
る
。
大
童
信
太
夫
、
山
口
良
蔵
、
中
村

道
太
、
浜
口
儀
兵
衛
等
は
懇
意
な
友
人
で
あ
り
、
小
幡
篤
次
郎
、
中
島
精
一
、
浜
野
定
四
郎
、
渡
部
久
馬
八
、
高
橋
岩
路
、
早
矢
仕

有
的
な
ど
は
門
下
生
で
あ
り
、
彼
等
と
は
卒
業
後
も
様
々
な
形
で
親
密
な
交
際
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
物
に
対
し
て
は
、
簡
単
な

用
事
は
勿
論
、
山
口
の
場
合
な
ど
は
、

か
な
り
長
文
の
手
紙
も
こ
の
方
式
で
封
じ
て
い
る
。

こ
の
方
式
が
郵
便
制
度
の
利
用
に
適
さ
な
い
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
な
い
。
比
較
的
近
所
に
居
て
、
使
い
の
者
に
持
た
せ
て
や
る

場
合
、
誰
か
を
紹
介
し
訪
ね
て
行
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
他
の
書
簡
や
荷
物
と
共
に
、

一
括
し
て
梱
包
さ
れ
て
郵

送
さ
れ
る
場
合
等
に
専
ら
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
外
国
旅
行
中
な
ど
で
、
適
当
な
用
紙
や
封
筒
が
自
由
に
な
ら
ず
、
他

の
書
簡
と
一
括
し
て
一
人
の
と
こ
ろ
へ
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
各
人
に
配
ら
れ
る
場
合
等
に
は
、
簡
便
な
方
式
で
あ
っ
た
。
ま
た
封
筒

の
使
用
が
一
般
的
に
な
る
に
従
っ
て
、
次
第
に
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
福
津
の
場
合
で
は
年
代
を
確
認
し
う
る
下
限
は
明
治
十
八
年

で
あ
る
。

「
巻
封
」
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
古
文
書
学
の
封
の
概
念
と
し
て
は
、
「
糊
封L
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
下
部
に
分

類
さ
れ
る
べ
き
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
伊
木
の
分
類
に
即
し
て
言
え
ば
、
糊
封
の
内
で
「
本
紙
に
封
ず
る
L
様
式
の
一
種
で



あ
り
、
福
津
書
簡
の
場
合
に
は
、
そ
れ
を
更
に
簡
略
に
し
、
糊
代
を
作
ら
ず
紙
端
に
直
接
糊
を
付
け
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
ま

た
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
伊
木
の
糊
封
の
よ
う
に
、
糊
代
を
つ
く
っ
て
封
じ
た
も
の
は
一
点
の
み
で
あ
る

（
旧
書

簡
悉
号
目
、
新
書
簡
番
号
初
、
慶
応
元
年
カ
一
月
二
十
日
付

鈴
木
力
兵
衛
宛
）
。

古
文
書
学
の
概
念
と
し
て
は
と
も
か
く

「
巻
封
」
の
言
葉
が
、
封
筒
の
使
用
が
一
般
化
し
、
ま
た
使
者

一
般
の
日
本
語
と
し
て

が
手
紙
を
届
け
て
返
事
を
も
ら
っ
て
帰
る
と
い
う
習
慣
が
珍
し
く
な
っ
た
今
日
で
も
、
少
な
く
と
も
デ
ス
ク
版
以
上
の
規
模
を
持
つ

国
語
辞
典
に
は
、
独
立
の
項
目
と
し
て
採
用
さ
れ
続
け
て
い
る
（
『
言
泉
』

昭
和
六
十
一
年

小
学
館

で
は
採
ら
れ
て
い
な
い
）
こ
と

は
、
こ
の
語
が
今
日
な
お
生
き
た
日
本
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
よ
う
な
封
の
仕
方
を
、
糊
封
の
一
層

簡
略
化
さ
れ
た
形
式
と
考
え
、
「
巻
封
」
と
い
う
概
念
を
立
て
る
こ
と
も
ま
た
許
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
、

「巻封じ」と「巻封」と一福淳書簡を事例として一

J福
浬
諭
吉
書
簡
集
』
の
注
で
は
、
あ
え
て

「
巻
封
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
説
明
し
た
。

注

吉
村
茂
樹
『
古
文
書
学
』
第
二
版

一
九
七
五
年
（
東
京
大
学
出
版
会
）
で
も
、
伊
木
と
同
じ
五
種
類
の
様
式
を
あ
げ
て
い
る
。

2 

可
大
言
海
』
の
説
明
の
出
典
は
確
認
出
来
て
い
な
い
。
し
か
し
近
世
に
は
す
で
に
こ
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
実
例
は
、
筆
者
の
狭

い
経
験
の
範
囲
に
も
散
見
す
る
。
管
見
の
中
か
ら
一
例
を
挙
げ
る
と
、
嘉
永
二
年
七
月
十
七
日
付
、
「
道
正
掩
御
役
人
中
」
に
宛
て
た

「
可
睡
斎
役
僧L
の
書
簡
写
（
可
睡
斎
史
料
「
斑
の
部

L
六
十
四
巻
五
十
八
丁
表
）
に
は
、
「
巻
封
也
し
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
嘉
永

七
年
正
月
十
八
日
付
、
「
祖
山
御
宿
坊
内
監
院
」
よ
り
可
睡
斎
銅
宿
坊
積
雲
院
和
尚
」
に
宛
て
た
書
簡
の
写
（
同
前
、
曜
の
部
L
需
外

四
十
三
丁
裏
）
に
も
「
右
巻
封
也
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
（
静
岡
県
袋
井
市
久
野
可
睡
斎
所
蔵
）
。
尚
、
可
睡
斎
史
料
に
つ
い
て
は
、
坂
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寸
可
睡
斎
略
史
井
史
料
略
説
」
（
コ
円
睡
斎
史
料
集
』
第
一
巻

井
達
朗

平
成
元
年
十
月

思
文
閣
）
を
参
照
。



3 

「
巻
封
」
が
略
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
「
略
封
御
仁
免
可
被
下
候
」
と
断
っ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
ろ
う
（
岸
和
田
市
内
畑
奥
野
家
文
書
）
。
図
ロ
参
照
。
な
お
こ
の
事

例
に
つ
い
て
は
文
化
女
子
大
学
文
学
部
原
島
陽

一
教
授
よ
り
御
教
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示
を
得
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。
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4 

た
ま
た
ま
眼
に
と
ま
っ
た

一
例
を
上
げ
る
と

、

f
ロ
田
清
成
関
係
文
書
一
』
（
京
都
大
学
史
料
叢
書十

思
文
閣
出
版

一
九
九
三
年
）

書
簡
篇
一
に
収
録
さ
れ
た
、
明
治
十
二
年
八
月
三
日

付

伊
藤
博
文
書
簡
が
そ
れ
と
判
断
さ
れ
る

c

口
絵
写
真
に
よ
っ
て
本
紙
の
端
の
裏

と
奥
の
表
に
室
田
か
れ
た
〆
が
半
分
づ
つ
が
確
認
さ
れ
る
が、

こ
れ
は
元
来
は
端
裏
部
分
に
あ
っ
た
宛
先
・

差
出
と
〆
を

、

〆
の
半
分
を
残

し
て
切
り
放
し
て

、

裏
返
し
に
し
て
奥
に
移
し
て
表
装
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
翻
刻
で
は
、
日
下
に
差
出
が

、

改
行
し
て
宛
名
が
書

か
れ
て
い
る
よ
う
印
刷
さ
れ
て
い
る
が

、

実
際
に
は
差
出
は
宛
先
の
下
に
あ
る

（本
文
六
八
頁
）
。

5 

要
求
さ
れ
る
幾
つ
か
の
条
件
を
満
た
し
て

、
用
紙
の
適
当
な
折
り
幅
を
最
初
に
決
め
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
が

、

「
お
そ
ら
く
は
紙

を
折
ら
ず

、

全
紙
を
円
筒
状
に
巻
き
」
「
最
初
に細
め
の
円
筒
を
作
り

、

紙
の
弾
力
を
利
用
し
て
太
く
し
て

行
け
ば
適
正
な
折
り

幅
を
決

め
る
こ
と
も

、

紙
端
を
折
り

山

に
合
わ
せ

、

あ
る
い
は
少
し
ず
ら
せ
る
こ
と
も
容
易
に
で
き
る
」
（
鈴
木
茂
男

前
掲
論
文
）
と
こ
ろ
か

ら
、
「
巻
封
」、

「
巻
封
じ
」
の
名
称
が
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
さ
か
い

た
つ
ろ
う

本
塾
福
揮
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）


